
実施日　：2026年5月9日(土)

実施会場：沖縄コンベンションセンター（沖縄県宜野湾市真志喜4-3-1）

一般演題　口演1「チームビルディング、多職種連携」　

演題受付番号
時間
会場

演題
番号

演題名 筆頭演者所属(所属機関名1)

jspuk007-00027 O1-1
伝達型から主体型へ褥瘡リンクメンバー会議進化の取り組み
～主体的なチームビルディングへの支援～

飯塚病院看護部

jspuk007-00020 O1-2 A大学病院の褥瘡治療におけるオンライン診療の現状と課題 福岡大学病院　看護部

jspuk007-00002 O1-3 チームで介入することで褥瘡改善に至った一症例の振り返り 医療法人光竹会ごう脳神経外科クリニック

jspuk007-00029 O1-4 地域医療における形成外科医と皮膚・排泄ケア特定認定看護師の連携 やよいがおか鹿毛病院形成外科

jspuk007-00006 O1-5 多職種連携による褥瘡発生率低減に向けた取り組み 社会医療法人水光会　宗像水光会総合病院

jspuk007-00030 O1-6 褥瘡評価指標DESIGN-R 2020に関連する因子の検討 医療法人財団聖十字会　西日本病院　総合リハビリテーション部

一般演題　口演2「治療」

演題受付番号
時間
会場

演題
番号

演題名 筆頭演者所属(所属機関名1)

jspuk007-00022 O2-1 脊椎損傷患者に生じた低温熱傷、DTIを伴う仙骨部褥瘡の1例 宮崎大学皮膚科

jspuk007-00017 O2-2 自己処置ができない脊髄損傷患者の右外果部褥瘡治療に難渋した1例 福岡青洲会病院形成外科

jspuk007-00040 O2-3 当院における褥瘡電気治療導入のプロセス 沖縄協同病院

jspuk007-00032 O2-4 車いすスポーツを行う患者の難治性坐骨部褥瘡に外科的加療を行った2例 大分大学形成外科

jspuk007-00047 O2-5
難治性褥瘡症例に対するBuried chip skin graftingと真皮マイクログラフトの
併用療法

大分大学医学部附属病院形成外科

jspuk007-00045 O2-6 包帯褥瘡から再考する、包帯の伸縮率の比較検討 福岡大学病院形成外科

jspuk007-00042 O2-7 慢性期病院での右下肢壊疽から脱落、断端部が上皮化した症例 以和貴会西崎病院

一般演題　口演3「リハビリテーション、栄養・口腔ケア」

演題受付番号
時間
会場

演題
番号

演題名 筆頭演者所属(所属機関名1)

jspuk007-00023 O3-1 当院における体圧分散寝具、体圧分散具の理解度と褥瘡予防について 特定医療法人雄博会千住病院

jspuk007-00034 O3-2 30°ギャッジアップ問題に対する完全側臥位法を用いた在宅重度褥瘡への介入 訪問看護看護ステーションわんず

jspuk007-00007 O3-3 A病棟における尾骨部褥瘡発生件数減少へ向けた取組み 九州大学病院看護部

jspuk007-00010 O3-4 自動体位変換機能付きエアマットレス使用時のクッション量の違いによる影響 原土井病院看護部

jspuk007-00005 O3-5 GLIM基準による低栄養とDESIN-R®2020点数評価の関連 済生会飯塚嘉穂病院

jspuk007-00031 O3-6 褥瘡患者に対する全身麻酔手術周術期の口腔機能管理が術後合併症に与える影響 沖縄協同病院歯科口腔外科

一般演題　口演4「評価、予防管理」

演題受付番号
時間
会場

演題
番号

演題名 筆頭演者所属(所属機関名1)

jspuk007-00004 O4-1 A病院における被覆材を使用した褥瘡予防対策の取り組みの効果 熊本赤十字病院

jspuk007-00037 O4-2 皮膚障害危険予知トレーニングの活動報告 熊本大学病院看護部

jspuk007-00025 O4-3 AmiVoice iNote®導入による創傷回診・褥瘡評価の業務効率化と情報共有の改善 社会福祉法人恩賜財団済生会熊本病院

jspuk007-00013 O4-4 消化器外科病棟における褥瘡発生低減に向けた看護実践の取り組み 福岡大学病院

jspuk007-00008 O4-5

WBPの視点が根づき始めた褥瘡ケアの実践

―WOCNの介入を通してスタッフの行動変容を促した一例―
1.糸島医師会病院　看護部

jspuk007-00019 O4-6 A病院における被覆材を使用した褥瘡予防対策の取り組み 熊本赤十字病院

15：30～16：20
Ｃ会場

（展示場内）

第23回日本褥瘡学会九州・沖縄地方会学術集会

一般演題採択・発表時間のご案内

10：00～10：50
Ｃ会場

（展示場内）

13：25～14：25
Ｃ会場

（展示場内）

15：30～16：20
B会場

（会議場A2）

今回すべてのご応募を採択いたしました。

口演発表 25演題、ポスター発表 21演題

※口演発表：発表時間 口演5分、質疑3分（計8分）

※ポスター発表：掲示のみ
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第23回日本褥瘡学会九州・沖縄地方会学術集会

一般演題採択・発表時間のご案内

今回すべてのご応募を採択いたしました。

口演発表 25演題、ポスター発表 21演題

※口演発表：発表時間 口演5分、質疑3分（計8分）

※ポスター発表：掲示のみ

一般演題　ポスター発表　※スケジュールは「ポスター発表者の皆様へ」をご確認ください。

演題受付番号
時間
会場

演題
番号

演題名 筆頭演者所属(所属機関名1)

jspuk007-00009 P-1 フルタメソッドを用いた在宅褥瘡治療における薬剤師介入の検討 株式会社　薬心堂

jspuk007-00015 P-2
地域密着型急性期病院の皮膚・排泄ケア特定認定看護師の役割
～他院の形成外科医と連携し治癒した褥瘡症例～

社会医療法人シマダ嶋田病院

jspuk007-00033 P-3 骨髄炎が疑われた仙骨部ステージⅣ褥瘡患者の自宅退院支援 大分県済生会日田病院看護部

jspuk007-00024 P-4
Ａ病棟における認定看護師と創傷ケアチームとの協働を通じたポジショニングケ
ア改善の実践報告

一般財団法人平成紫川会小倉記念病院

jspuk007-00026 P-5
ICUにおける褥瘡対策の現状と課題ーポジショニング・予防的ドレッシング材に
関する教育に焦点をあててー

琉球大学病院看護部

jspuk007-00011 P-6 当院での特定行為研修修了者を中心とした　創傷管理体制の現状と課題 JCHO宮崎江南病院

jspuk007-00046 P-7 ラウンド型褥瘡カンファレンスによる予防ケアの取り組み 琉球大学病院

jspuk007-00014 P-8 A病棟における74歳以下の新規褥瘡発生患者の要因分析と傾向 社会福祉法人恩賜財団　済生会熊本病院　看護部

jspuk007-00003 P-9
一般病棟における褥瘡リスクアセスメント評価から見えた病棟所属認定看護師と
しての課題

くまもと県北病院看護部

jspuk007-00021 P-10 褥瘡発生の減少を図るために病棟でできる予防対策について 医療法人光善会長崎百合野病院

jspuk007-00012 P-11 脳卒中患者における急性褥瘡症例を通しての対策と成果 済生会熊本病院

jspuk007-00028 P-12 急性期病棟における褥瘡発生の現状と課題 医療法人光善会長崎百合野病院

jspuk007-00038 P-13
退院後訪問の褥瘡重症化回避に向けた多職種連携フローの検討～特定認定看護師
介入の再入院事例による考察～

医療法人聖峰会田主丸中央病院看護部

jspuk007-00036 P-14 入院環境における日常生活自立度判定基準の再考と運用評価 佐賀大学医学部附属病院看護部

jspuk007-00039 P-15
腹臥位脊椎手術における褥瘡発生率と関連要因
―後方視的観察研究－

琉球大学病院

jspuk007-00041 P-16 継続的褥瘡対策勉強会からeラーニング展開への教育体制構築 沖縄協同病院

jspuk007-00016 P-17
創傷衛生（Wound hygiene）の視点を取り入れて早期創閉鎖を得た糖尿病壊疽の
１例

医療法人猪鹿倉会　パールランド病院

jspuk007-00043 P-18 微弱電流刺激療法（MES）により創部縮小を得た仙骨部褥瘡の1例 沖縄協同病院

jspuk007-00035 P-19 泡立つ清拭シートを用いた陰部洗浄の導入効果と課題 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター

jspuk007-00044 P-20
仙骨部褥瘡のある四肢麻痺・脊髄損傷患者への摩擦・ずれ緩和シートを用い改善
した症例

社会医療法人敬愛会中頭病院看護部

jspuk007-00018 P-21
ポケット形成した難治性褥瘡に対してフィブラストスプレーを注入したことでポ
ケット閉鎖し治癒に至った症例

鹿児島県立大島病院

貼り付け
9：30～10：30

発表（閲覧）
10：30～16：00

ポスター会場
（展示場内）


